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　ひとつ「学校教師のマスプロ授業はAI代替へ」の項を紹介したい。教師
の仕事の中核業務である授業は、一斉に同じペースで「個々の能力・才能を
無視した規格大量生産的な教育」である。民間の某予備校でのデジタル情報
化された衛星授業コンテンツの方が、目的合理性が高い。そこの生徒は、トッ
プクラス講師による最高に面白くて分りやすいデジタル教材の授業を、自分
のペースで受け、受験で成功体験を持つ大学生等が担任助手としてサポート
する体制で成果を上げている。
　そこで、成績上位者に対しては、答えが存在する偏差値教育（偏差値を上
げるための授業）の時間を学習効率の高いAIやネットのデジタル教材に任
せ、捻出された時間を、人間の教師にしか出来ない本来の教育（「生きる力」
を育む等）、そして自学自習できない「ボトム生徒」のモチベーションアッ
プと個別サポートに充てる。さらに部活顧問も地域に移管することで、教師
の「やりがい搾取」のブラック労働環境を解消し、限られた教師の時間を最
大限有効活用しなければならないと説いている。
　学校は全ての教育活動を通して、生徒一人一人の知識・技能、豊かな人間
性を育む場所であるはずなのに、例え偏差値教育だけとはいえ、AIに指導
を委ねるというのは虚しい気がする。しかしこれからの時代に、自分の頭で
考え、様々な課題に遭遇し、その対応に悩み、試行錯誤を繰り返すことで、
判断の仕方を学び、さらに集団で討議し、意見を他者に伝える経験を繰り返
すことで、コミュニケーション力は養われる。子どもたちのこれらの活動を
支えながら、傍らにはいつも教師がいる。学校でこのような「二十一世紀型
学力」を身に付けた人材を育成できるのは、やはり人間の教師しかいない。

　序　章　テクノロジー進化と労働市場変化
　第１章　「人間の強み」が不可欠な仕事の条件
　第２章　「AI・ロボットの強み」が活かせる仕事
　第３章　各エリアの職業とその特徴
　第４章　いつまでに何が変わるのか
　第５章　消える仕事、生まれる仕事
　第６章　仕事をどう選び、シフトするべきか
　終　章　10年後、20年後の日本人の雇用
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　ただのマンガと侮ることなかれ！
　本書は、10年前に刊行された「ずるい考え方～ゼロから始まるラテラルシ
ンキング入門～」（著者同じ）を基に、内容をアップデートし、マンガ化し
ながら解説文も合わせて構成されており、ラテラルシンキングを実際の仕事
や人間関係などでどう活用するかについてわかりやすく紹介されている。
　タイトルの「ずるい」という言葉だけをみると良くない意味に聞こえるが、
ここで言う「ずるい」とは、「ルールを犯さず最小の力で最大の効果を出す」
という意味である。日本では古くから一休さんのトンチ話で知られる考え方
に通じるもので、これが別名「ラテラルシンキング」とも呼ばれている。

【ラテラルシンキングの具体例】
①　「トム・ソーヤーが他者の力を借りる」
　ある日トムは塀のペンキ塗りを言いつけられるが、やりたくないトムは名
案を思いつく。それはいかにも楽しそうにペンキ塗りをすることだった。は
じめは冷やかしていたトムの友人たちだったが、あまりにトムが楽しそうな
ので、やりたいと言い出す。しかし、トムはわざとそれを拒む。するとます
ますやりたい気持ちが高まり、友人たちは先を争うようにペンキ塗りをはじ
め、結局あっという間に作業は終了した。

②　「むしろ空いていること」
　阪急電鉄の前身、箕面有馬電気軌道や阪急デパート、宝塚歌劇団などの創
始者小林一三は、箕面有馬電気軌道の沿線が着工時、乗客があまり見込めな
い土地だったが、「宝塚新温泉」や「宝塚歌劇団」の前進となる劇団をつくっ
てこの土地に魅力を生み出し、また、これまで辺鄙な場所と言われていたと
ころを「都心から離れていて静か」「環境の良い土地」であると肯定的なイメー

「まんがで身につく　ずるい考え方」
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ジで宣伝し、住宅を造って人を集めることに成功した。

③　「チラシを配らずドーナツを配る」
　クリスピー・クリーム・ドーナツが店をオープンする時に考えた宣伝方法
は、オフィス街でチラシを配るのではなく、12個入りのドーナツを無料で配
ることであった。一人では食べきれない数を渡すことが、家族や友達、オフィ
スの同僚など他の人に分けることになり口コミ効果を狙った。

　これ以外にも、多くの具体例を紹介しながら、ラテラルシンキングへの理
解を深め、実際に取り組む方法について述べられている。
　ラテラルシンキングには、ロジカルシンキングのようなメソッドは存在せ
ず、コツはマネをすることから始まる。数多くの具体例を見て、マネをし
ているうちに成功パターンをなんとなく見つけることができるようになり、
言ってみれば自転車の補助輪のようなものである。繰り返し乗ることで、コ
ツを身体が覚え、補助輪を外して乗れるようになるというように、意識して
考えることを繰り返すうちに意識せずに考えられるようになる。

　さらに、ラテラルシンキングはロジカルシンキングと相互補完の関係であ
る。ラテラルシンキングで思考の枠を広げ、ロジカルシンキングで倫理的に
可能であるのかなどバランスを取ることで、新しい発想を呼び込むことがで
きるのである。その先に、視点を変え、物事の本質を明らかにし、抽象化す
る力を身に付ける事につながる。

　ラテラルシンキングはトレーニングが不可欠で、すぐに使いこなせるわけ
ではないが、ロジカルシンキングのみや常識にとらわれた中では決してたど
り着くことのできない着眼点や発想を得ることができる。この発想法が身に
つけば、ビジネスの場面だけでなく、あらゆる場面に役立つと思われる。
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　私の勤務する京都府立京都すばる高等学校は2018年に学科改編を行い、商
業に関する学科として「起業創造科」と「企画科」を設置した。両学科で扱
う題材は異なるが、共通しているのは「社会課題解決型のビジネス（ソーシャ
ルビジネス）」について探究する点である。
　これまで、私を含めて多くの商業科教員は授業で「消費者の不満や不便な
どに隠れたニーズを見つけること。そこにマーケットがあり、ビジネスチャ
ンスがある」と言ってきたのではないだろうか。つまり、マーケットニーズ
があるかどうかをビジネスの起点としてきたのである。一方、ソーシャルビ
ジネスはマーケットニーズの有無ではなく、社会課題の有無が起点となる。
貧困、難民、過疎化、食品廃棄など、見過ごせない問題だと誰もが思いなが
ら「儲からない」「効率が悪い」「ビジネスチャンスがない」と取り組んでこ
なかったことに、あえて取り組むのがソーシャルビジネスである。

　本書は、「ソーシャルビジネスしかやらない会社」がコンセプトの株式会
社ボーダレス・ジャパン代表取締役社長、田口一成氏の初の著作である。内
容を順に紹介する。

第１章　「社会問題を解決するビジネス」を次々と生み出す仕組み
　この章では、冒頭で触れた従来型ビジネスとソーシャルビジネスの違い
や、ボーダレス・ジャパンがどのような仕組みで社会起業家を生み、育てて
いるかが述べられている。ボーダレスグループは2021年４月現在で40社が参
加する社会起業家のプラットフォームで、その特徴は各社の事業内容やノウ
ハウだけでなく売上や利益の一部まで共有する「身内化」と、そこで生まれ
た余剰利益を新しい起業家に託す「恩送り」のシステムにある。グラミン銀
行とも通ずるものがあるこの形態は目新しいものに映るが、「遠くの親戚よ
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